複数エージェントにおけるシンボル獲得と教師による介在との関係性 by 井上 智代
修 士 論 文 の 和 文 要 旨 
 
研究科・専攻 大学院  電気通信学研究科人間コミュニケーション学専攻 博士前期課程 
氏    名 井上 智代 学籍番号 0936003 
論 文 題 目 複数エージェントにおけるシンボル獲得と教師による介在との関係性 
 要  旨 








を想定し，次の 4 つの介在方法と 2 つの教示方策を提案する．介在方法に関しては，(1)1 体の教
師エージェントが 1 体の学習エージェントに教示する介在，(2)1 体の教師エージェントが 2 体の
学習エージェントにそれぞれ独立に教示する介在(3)1 体の教師エージェントが 2 体の学習エージ




検討する．これらの 4 つの介在方法と 2 つの教示方策の組み合わせによる教育効果を図るために，




方(b)2 体のエージェントのみで 1 対 1 で直接的に介在する場合では，学習エージェントが生成し
たシンボルを受け入れる方法(介在方法(1)の方策(ii))が教師エージェントのシンボルを理解した
だけでなく，教えたこと以外のシンボルを創発できることが明らかになった． 
 
